
　
　
門
前
町
構
想
に
つ
い
て
進
捗
状
況

を
伺
う
と
と
も
に
、
周
辺
環
境
整
備

構
想
が
あ
れ
ば
、
何
時
か
ら
実
施
し

て
い
く
の
か
。ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う

な
形
で
谷
茶
区
、ま
た
は
、
村
、
関
係

機
関
と
進
め
て
い
く
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
周
辺

整
備
検
討
委
員
会
と
毎
年
開
催
し
て

い
る
。村
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、生
活

支
援
基
盤
整
備
エ
リ
ア
地
点
へ
、
地
権

者
の
合
意
形
成
を
図
って
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
年
度
中
に
で

も
沖
縄
県
科
学
技
術
振
興
課
と
村
、

谷
茶
区
で
協
議
が
行
え
る
場
が
設
置

で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
に
関

連
し
た
企
業
誘
致
、い
わ
ゆ
る
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
等
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

か
、村
長
へ
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
私
も
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
、
県
の
方
と
去
年
の

１
年
間
、企
業
誘
致
活
動
を
し
て
参
り

ま
し
た
。そ
し
て
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ

る
企
業
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
等
も
参
加
し

て
参
り
ま
し
た
。今
後
は
皆
様
と
意
見

交
換
を
し
な
が
ら
、
ま
た
、
誘
致
で
き

る
場
所
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
考
え
な

が
ら
話
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　
村
道
７６
号
線
周
辺
は
、
壁一面
に
落

書
き
が
さ
れ
て
い
ま
す
。犯
罪
や
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
も
街
灯
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
、当
局
の
考
え
を
問
い
ま

す
。

　
　
建
設
課
長
　大
城
　学

　
　
今
後
、現
状
を
確
認
し
た
上
で
街
灯

ま
た
は
防
犯
灯
を
含
め
た
設
置
が
必

要
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
　
海
岸
整
備
で
す
が
、
海
岸
沿
い
は

波
返
し
、
護
岸
の
せ
い
で一部
に
砂
が

溜
ま
ら
ず
塩
害
を
生
じ
て
い
ま
す
。

冬
場
の
北
風
や
台
風
時
に
は
塩
害
が

絶
え
ま
せ
ん
。早
急
な
対
応
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。当
局
の
考
え
を
問
い

ま
す
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
谷
茶
区
を
含
め
県
、
村
、
漁
協
等
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
け
る
よ
う

進
め
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
遊
歩
道
整
備
で
す
が
、
県
側
と
谷

茶
側
構
想
の
折
り
合
い
が
付
か
ず
進

展
い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
。今
後
は
、

県
ま
た
は
村
、
区
を
含
め
た
整
備
事

業
の
話
し
合
い
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
、当
局
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
現
実
的
に
進
め
、
今
年
度
中
に
は
、

こ
の
話
も
引
き
続
き
し
っ
か
り
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
　
平
成
１９
年
８
月
恩
納
通
信
所
返
還

跡
地
利
用
地
主
会
が
設
立
さ
れ
て
い

る
が
、
設
立
か
ら
現
在
ま
で
事
業
が

遅
れ
て
い
る
理
由
、ま
た
は
地
域
と
の

状
況
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
具
体
的
な
計
画
、
地
域
への
細
か
な

説
明
が
、ま
だ
多
く
必
要
だ
と
考
え
て

お
り
ま
し
て
、
事
業
所
、
村
も一緒
に

な
って
事
業
説
明
を
取
り
組
ん
で
進
め

て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

　
　
村
か
ら
の
補
助
金
が
出
て
い
る
が
、

何
年
度
か
ら
支
出
し
何
年
度
で
終
了

し
て
い
る
の
か
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
村
補
助
金
と
し
て
平
成
１９
年
度
か

ら
平
成
２５
年
度
迄
の
７
年
間
で
、合
計

１
千
７
百
３６
万
３
千
円
を
支
出
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て
村
は
ど

う
お
考
え
な
の
か
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
５
月
１６
日
付
で「
高
嶺
晃
」
氏
を
企

画
課
に
派
遣
し
、
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
き
な
が
ら
同
利
用
計
画
を
促

進
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
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議　会　だ　よ　り 8第129号（平成28年8月19日）

當
山
　達
彦
　議
員

大
学
院
大
学
周
辺
整
備
に

つ
い
て

恩
納
通
信
所
返
還
跡
地
利

用
促
進
に
つ
い
て

議　会　だ　よ　り9 （平成28年8月19日）第129号

　
　
村
は
地
形
が
横
長
で
多
く
の
行
政

区
、ま
た
、
学
校
で
は
仲
泊
校
、
恩
納

校
、
安
富
祖
校
の
３
校
が
海
沿
い
に

面
し
、
多
く
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が

海
に
連
な
っ
て
お
り
、
災
害
に
備
え
る

意
識
は
重
要
視
さ
れ
ま
す
。学
校
や

企
業
と
連
携
し
た
防
災
、
避
難
訓
練
、

現
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
村
は
年
１
回
独
自
で
防
災
訓
練
を

実
施
し
、県
全
体
に
実
施
さ
れ
る
津
波

訓
練
への
参
加
を
、
今
年
は
津
波
防
災

日
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。そ
の
他
、９

行
政
区
で
自
主
防
災
組
織
が
独
自
の

避
難
訓
練
を
行
って
い
ま
す
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
各
学
校
の
防
災
計
画
に
基
づ
き
年

１
回
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
、実
施
後

に
検
証
を
行
い
、避
難
経
路
や
場
所
等

を
確
認
し
て
今
後
の
防
災
計
画
に
つ
な

げ
、総
務
課
と
情
報
を
共
有
し
、行
政
、

地
域
、
学
校
と
連
携
を
図
って
い
き
た

い
。

　
　
村
の
横
長
の
地
形
、
避
難
所
や
倉

庫
の
分
散
化
が
必
要
で
は
。ま
た
、
避

難
誘
導
標
識
の
整
備
も
望
ま
れ
て
い

る
。今
後
の
取
り
組
み
や
課
題
、
防
災

会
議
等
で
検
討
さ
れ
た
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
今
年
度
の
防
災
会
議
で
は
計
画
の

見
直
し
、各
団
体
と
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。備
蓄
倉
庫
整
備
を
今
年

度
も
行
い
、各
校
区
と
区
割
を
検
討
し
、

村
民
と
も
に
自
主
防
災
組
織
を
つ
く

り
た
い
。

　
　
事
業
所
と
の
災
害
時
応
援
協
定
締

結
の
現
状
は
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
１３
の
関
係
機
関
と
防
災
協
定
を
結

ん
で
、県
と
備
蓄
食
料
の
保
管
・
運
搬

協
定
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
特
設
電
話
設
置
協
定
、

村
建
設
業
者
会
と
災
害
時
応
援
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。

　
　
村
、恩
納
分
屯
基
地
、消
防
と
の
締

結
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
消
防
恩
納
分
遣
所
が
恩
納
分
屯
基

地
の
近
く
に
で
き
、
防
災
、
災
害
の
場

合
は一緒
に
や
っ
て
い
く
。今
後
、
災
害

協
定
を
結
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
村
の
多
く
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の

活
用
は
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
海
岸
線
に
接
し
て
い
る
地
形
を
考

慮
し
、
ホ
テ
ル
と
の
避
難
協
定
は
必
要
。

協
定
に
向
け
て
進
め
て
行
く
。

　
　
災
害
時
の
避
難
所
、キ
ャ
ン
プ
・
ハ

ン
セ
ン
の
検
討
は
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
防
災
計
画
の
中
身
を
検
証
し
、立
ち

入
り
、
避
難
場
所
の
指
定
が
で
き
る
か

検
討
し
た
い
。

　
　
臨
海
実
験
施
設
の
事
業
内
容
と
事

業
計
画
等
に
変
更
が
あ
っ
た
か
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
７
月
の一部
供
用
開
始
に
あ
わ
せ
開

始
式
を
７
月
中
旬
に
行
い
、
そ
の
後
、

外
構
工
事
が
８
月
終
了
、
取
水
施
設

が
１２
月
完
成
を
予
定
し
、２
つ
の
ユ
ニッ

ト
で
当
面
は
サ
ン
ゴ
の
研
究
を
中
心
に

実
施
し
、
次
年
度
本
格
的
な
運
用
を

始
め
る
。

　
　
組
合
と
検
討
さ
れ
て
い
る
、
取
水

事
業
で
の
海
ブ
ド
ウ
育
成
強
化
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
当
初
の
計
画
が
多
額
の
事
業
費
を

要
す
る
の
で
、
仮
の
取
水
方
法
で
供
用

開
始
。安
定
し
た
海
水
温
の
余
剰
水
は

十
分
確
保
で
き
る
。村
は
当
初
計
画
ど

お
り
大
学
院
側
、関
係
機
関
に
要
請
し

た
い
。

　
　
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
、
漁
業
組
合
、
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
で
サ
ン
ゴ
の
研
究
等
、連
携
事
業

で
観
光
産
業
に
も
繋
が
る
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
村
で
は
サ
ン
ゴ
に
特
化
し
た
事
業
が

あ
り
、そ
う
いっ
た
部
分
を
展
示
、発
信

し
て
い
く
こ
と
は
海
の
環
境
保
全
、
環

境
学
習
に
寄
与
す
る
。積
極
的
に
活
用

を
進
め
た
い
。

　
　
環
境
保
全
を
理
解
し
た
利
活
用
、

海
浜
条
例
等
の
周
知
看
板
設
置
や
既

存
の
設
置
箇
所
の
検
証
。

　
　
建
設
課
長
　大
城
　学

　
　
現
地
を
確
認
し
、看
板
等
の
設
置
を

考
え
た
い
。禁
止
マ
ー
ク
、
多
言
語
を

表
示
し
た
看
板
等
の
設
置
も
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
海
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
海
岸
条
例
、

里
海
づ
く
り
と一緒
に
考
え
る
。
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大
城
　堅
三
　議
員

防
災
に
つ
い
て

瀬
良
垣
漁
港
に
つ
い
て


